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平
成
　
年
度
地
域
文
化
功
労
者
と

し
て
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の

藤
井
三
好
さ
ん
（
羽
茂
本
郷
）
が
 

文
部
科
学
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
 

　
地
域
文
化
功
労
者
表
彰
は
、
芸
術
文
化
の

振
興
、
文
化
財
の
保
護
に
尽
力
す
る
な
ど
、
地

域
文
化
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
、
団
体

に
対
し
て
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。
 

　
佐
渡
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
藤
井

三
好
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
か
ら
平
成
16
年
２

月
ま
で
、
羽
茂
町
文
化
財
保
護
審
議
委
員
と

し
て
数
多
く
の
文
化
財
を
調
査
、
発
掘
し
、
文

化
財
の
保
護
に
努
め
る
と
と
も
に
町
の
み
な
ら

ず
島
内
の
文
化
財
の
保
護
活
動
に
指
導
的
な

立
場
で
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
57
年

か
ら
平
成
10
年
ま
で
の
16
年
間
、
羽
茂
町
史

編
さ
ん
委
員
と
し
て
町
史
の
編
さ
ん
に
取
り

組
む
と
と
も
に
歴
史
、
民
俗
の
記
録
保
存
に
も

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
併
後
の
佐
渡
市
に
お

い
て
は
、
佐
渡
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
と

し
て
文
化
財
愛
護
思
想
の
普
及
啓
発
と
後
継

者
の
育
成
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
多
年
に
わ
た
る
地
域
の
文
化
財
保
護
へ
の
貢

献
を
さ
れ
た
そ
の
功
績
に
対
し
て
、
文
部
科
学

大
臣
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

 

   
佐
渡
鷺
流
狂
言
研
究
会
が
 

平
成
 
年
度
新
潟
県
教
育
委
員
会

表
彰
を
受
け
ま
し
た
 

　
佐
渡
鷺
流
狂
言
研
究
会（
代
表
　
本
間
裕

亨
）が
、
芸
術
文
化
向
上
発
展
に
貢
献
し
、
そ

の
功
績
が
著
し
い
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
、
新

潟
県
教
育
委
員
会
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
 

　
佐
渡
鷺
流
狂
言
研
究
会
は
昭
和
54
年
に
結

成
さ
れ
、
島
民
を
対
象
と
し
た「
狂
言
講
座
」

を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
真
野
中
学
校
に
狂

言
ク
ラ
ブ
を
設
け
て
後
継
者
育
成
に
努
め
今

年
25
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
59
年

に
は「
佐
渡
鷺
流
狂
言
」と
し
て
県
指
定
文
化

財（
無
形
文
化
財
、
芸
能
）の
保
持
団
体
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
島
内
で
開
催
さ
れ
る

演
能
の
間
狂
言
と
し
て
の
主
演
の
ほ
か
国
立

能
楽
堂
を
は
じ
め
全
国
７
か
所
へ
の
出
演
、
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
狂
言
台
本
類
の
調
査
、

翻
刻
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
島
外
へ

流
出
し
た
資
料
の
所
蔵
者
調
査
な
ど
の
多
く

の
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

 

家
庭
教
育
講
演
会
 

　
去
る
11
月
26
日（
土
）、
畑
野
中
学
校
を
会

場
に
、
佐
渡
市
畑
野
地
区
青
少
年
育
成
会
議

主
催
に
よ
る「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
講
演
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
は
、
新
潟
市
在
住

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
子

ど
も
・
人
権
ネ
ッ
ト
 

Ｃ
Ａ
Ｐ
に
い
が
た
」

事
務
局
長
の
木
村
い

ほ
子
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、「
親
と
子

ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
〜
子
ど
も

の
話
を
き
く
〜
」と

題
し
、
上
手
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
に
つ
い
て
、
自
身
の

体
験
等
に
基
づ
き
、
参
加
者
の
子
ど
も
の
幅
広

い
年
齢
層
に
対
応
し
た
話
題
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
約
70
名
が
参
加
し
、

講
義
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
終
わ
り
の
ほ
う
に

は
講
師
に
質
疑
す
る
人
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
 

 　
は
た
の
な
ん
で
も
ト
ラ
イ
塾
 

　
　
　
　
お
も
し
ろ
創
作
ク
ラ
ブ
 

　
去
る
12
月
３
日（
土
）、
畑
野
小
学
校
体
育

館
を
会
場
に「
は
た
の
な
ん
で
も
ト
ラ
イ
塾
・

お
も
し
ろ
創
作
ク
ラ
ブ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
普
段
学
校

で
は
あ
ま
り
経
験

で
き
な
い
よ
う
な

事
柄
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
も
の
で
、
今

回
は
不
思
議
な
科

学
実
験
を
行
い
ま

し
た
。
科
学
実
験

と
い
っ
て
も
特
別

な
薬
品
等
を
使
う

の
で
は
な
く
、
身
の
回
り
に
あ
る
ち
ょ
っ
と
し

た
小
物
等
を
使
っ
て
の
不
思
議
体
験
で
す
。
ド

ラ
イ
ア
イ
ス
と
水
で
炭
酸
ジ
ュ
ー
ス
を
作
っ
た

り
、
カ
メ
レ
オ
ン
の
よ
う
に
次
々
色
が
変
わ
る

不
思
議
な
焼
き
そ
ば
作
り
等
を
体
験
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
思
い
も
よ
ら
ぬ

実
験
に
驚
き
の
連
続
で
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。
 

 

真
野
っ
子
体
験
セ
ミ
ナ
ー
 

　
12
月
３
日
（
土
）、

真
野
っ
子
体
験
セ

ミ
ナ
ー
中
学
生
講

座「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
」に
、
真
野
中

学
校
の
生
徒
13
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

「
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
真
野
の
里
」で

車
い
す
や
館
内
の

清
掃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
は
入
所
し
て
い
る
高
齢
者
の
方
と
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
、
お
互
い
に
有
意
義

な
一
日
に
な
り
ま
し
た
。
 

 

新
穂
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
 

　
12
月
４
日（
日
）、
新
穂
中
学
校
体
育
館
を

会
場
に
第
26
回
新
穂
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
４
チ
ー
ム
で
予
選
リ
ー

グ
を
戦
い
、
１
位
に
な
っ
た
５
チ
ー
ム
が
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
む
形
で
試
合
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
何
度
か
練
習
を
重
ね
て
か
ら
試

キ
ャ
ッ
プ

１７ 

１７ 
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合
に
臨
ん
だ
チ
ー
ム

も
あ
り
、
意
気
込
み

は
相
当
な
も
の
。
し

か
し
、
ラ
ケ
ッ
ト
と

さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い

身
長
の
小
学
生
に
弄

ば
れ
る
場
面
や
、
技

術
は
す
ご
い
が
体
力

が
伴
わ
ず
に
逆
転
負

け
に
終
わ
る
試
合
な
ど
終
止
笑
い
の
絶
え
な

い
楽
し
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
 

優
　
勝
 
新
穂
小
Ｐ
・
Ｏ
Ｂ
 

準
優
勝
 
朱
鷺
Ｊ
Ｂ
Ｃ
‐
Ｘ
 

第
３
位
 
佐
文
 

第
３
位
 
青
木
 

 ◎
第
35
回
両
津
卓
球
大
会

12
月
４
日
　
両
津
総
合
体
育
館
 

１
部
 

　
１
位
 
赤
玉
Ａ
 

　
２
位
 
卓
遊
会
 

２
部
 

　
１
位
 
吉
井
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
 

　
２
位
 
赤
玉
Ｃ
 

３
部
 

　
１
位
 
あ
ら
ま
あ
 

　
２
位
 
歌
代
壮
友
会
Ｃ
 

４
部
 

　
１
位
 
大
門
軍
団
 

　
２
位
 
富
士
宮
や
き
そ
ば
 

 

相
川
技
能
伝
承
展
示
館
か
ら
の
 

お
知
ら
せ
 

●
裂
織
り
教
室
後
継
者
育
成
講
座

日
　
程
　
１
月
18
日
〜
31
日（
全
９
回
） 

会
　
場
　
相
川
技
能
伝
承
展
示
館
 

時
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
 

受
講
料
　
３
５
０
０
円（
材
料
費
込
） 

内
　
容
 

・
シ
ナ
や
ヤ
マ
ソ
の
皮
か
ら
糸
を
作
り
、
布
を

織
る
 

・
文
化
財
資
料
か
ら
裂
織
り
の
昔
の
織
り
方

を
学
ぶ
 

対
　
象
　
初
級
講
座
を
修
了
し
た
方
、
ま
た

は
ネ
マ
リ
バ
タ
で
整
経
か
ら
布
を
織
る
ま
で

で
き
る
方
 

●
裂
織
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
育
成
講
座

―
文
化
庁
 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
モ
デ
ル
事
業
」―
 

日
　
程
　
２
月
１
日
〜
15
日（
全
10
回
） 

会
　
場
　
相
川
技
能
伝
承
展
示
館
 

時
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
 

受
講
料
　
３
０
０
０
円（
後
継
者
育
成
講
座
を

受
講
し
た
方
は
１
５
０
０
円
） 
 
 

内
　
容
 

・
裂
織
り
の
歴
史
を
学
ぶ
 

・
裂
織
り
の
色
彩
や
形
の
工
夫
を
学
ぶ
 

対
　
象
　
初
級
講
座
を
修
了
し
た
方
、
ま
た

は
ネ
マ
リ
バ
タ
で
整
経
か
ら
布
を
織
る
ま
で

で
き
る
方
 

※
講
座
の
申
込
・
問
い
合
わ
せ
は
、
相
川
技
能

伝
承
展
示
館（
q
74
―
４
３
１
３
）へ
 

●
講
演
会
 

　
講
演
会
は
、一
般
の
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

裂
織
り
講
座
を
受
講
し
な
く
て
も
、
受
講
で

き
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。
 

○「
佐
渡
の
木
綿
生
活
誌
」

講
　
師
　
佐
藤
利
夫
　
先
生
 

日
　
時
　
１
月
21
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
 

会
　
場
　
あ
い
か
わ
開
発
セ
ン
タ
ー
 

○「
裂
織
り
を
未
来
へ
」

―
文
化
庁「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
モ
デ
ル
事
業
」―
 

講
　
師
　
久
野
恵
一
　
先
生
 

日
　
時
　
２
月
４
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
 

会
　
場
　
技
能
伝
承
展
示
館
 

 日
　
時
　
３
月
12
日（
日
）　
 

　
午
前
８
時
受
付
　
10
時
30
分
ス
タ
ー
ト
 

コ
ー
ス
　
元
気
館
横
〜
横
宿
線
〜
ト
キ
の
森

公
園
周
辺
〜
横
宿
線
〜
元
気
館
横
 

種
　
目
 

　
10
㎞
コ
ー
ス（
一
般
男
女
、
高
校
生
男
女
） 

　
５
㎞
コ
ー
ス（
一
般
男
女
、
高
校
生
男
女
、
中
学
生
男
子
） 

　
３
㎞
コ
ー
ス（
女
子
の
み
） 

参
加
料
　
一
　
般
　
　
１
５
０
０
円
 

　
　
　
　
高
校
生
　
　
　
５
０
０
円
 

　
　
　
　
中
学
生
　
　
　
３
０
０
円
 

締
切
日
　
２
月
20
日（
月
）ま
で
に
参
加
料
を

添
え
て
必
着
の
こ
と
 

申
込
先
 

　
新
穂
地
区
公
民
館
内
 

　
佐
渡
朱
鷺
健
康
マ
ラ
ソ
ン
係
 

　
　
q
22
―
２
０
７
５
 

◎
第
21
回
佐
渡
朱
鷺
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

文 化 財 防 火 デ ー  
１９４９年(昭和２４年)１月２６日は国宝「法隆寺金堂」が火災で焼失した日であり、この日が「文化財防火デー」と定
められました。市民の文化財の愛護と防火意識の高揚を図ることを目的に各地で防火訓練が実施されます 

中央消防署

相川消防署

両津消防署

南佐渡消防署

署　名 期　日 時　　間 会　　場

１月26日(木)

１月29日(日)

8：30～

9：00～

14：00～

9：00～

9：10～

牛尾神社(新穂潟上)

佐渡市相川郷土博物館(相川坂下町)

長安寺(久知河内)

蓮華峰寺(小比叡)

町並み保存地区(宿根木)
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（％）

（％）

（％）

年齢別アンケート回収率

0

10

20

30

40

50

無
回
答

そ
の
他

決
ま
っ
て
な
い

月
2
日

月
3
日

4
週
6
日

4
週
5
日

週
2
日

週
1
日

10.8

0.6
2.5 3.3

7.7
9.4

12.4 10.910.7

15.3

17.6

40.0

23.3

4.8

8.2 9.2 10.0 6.6 7.6

25.4

1.0
4.7

0.3 0.1

41.7

9.9
6.3

0

10

20

30

40

50

無回答その他ほとんど
なし

5時間
以上

4～5
時間

3～4
時間

2～3
時間

1～2
時間

1時間

◆　５０代、６０代の方々については、５７％を超

える回収率となり、高い割合でご協力いただ

きました。 

　　２０代の皆さんの回収率は、２７％台に留ま

り、大変残念な結果となりました。 

 

性　別

全　体

男性 女性
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「生涯学習に関する市民の意識調査」「生涯学習に関する市民の意識調査」結果報告結果報告

生涯学習マスコット 
マナビー 

 

教育委員会　生涯学習課では、佐渡市の生涯学習を今後どのように進めたらよいか参考にするた

め、平成１７年の６月に「生涯学習に関する市民の意識調査」を実施しました。ご協力いただきました 

市民の皆様、本当にありがとうございました。  

この調査結果につきましては、今後策定される「佐渡市生涯学習推進計画」の参考資料にするとと

もに、この市報「さど」によりまして３回に渡り報告いたします。 

【調査の概要】 
①対象者と回収結果 
市内に在住する２０歳以上の市民から２，５００人を無作為に抽出しました。そのうち、回収できたのは、１，２５４人

分で、回収率は、５０．２％でした。 

②年齢別回収率 

【調査結果】 
①余暇の形態について 
【問】　あなたの休日を次の中からお答えください。 

◆　「休日が決まっていない」と

いう人の割合が４１．７％とか

なり高くなっています。 

　　「週休２日」も進んでいて、

４人に１人の割合となってい

ます。 

◆　男性の５時間以上が多くな

っていて４０％となっています。 

　　男性に比べて女性は自由

に使える時間が確保できな

い状態であることが分かります。 

【問】　休日にあなたが自分のために自由に使える時間はどれくらいありますか。 
 



（％） 年齢別
全体

学習経験（平成7年金井） 学習経験（平成17年金井）

学習経験（平成6年畑野）

男　性 女　性

学習経験（平成17年畑野）
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「生涯学習に関する市民の意識調査」
②学習経験について 
【問】　あなたは、この１年間に何らかの「学習」をしたことがありますか。  
＊ここでの「学習」は、仕事や生活に役立てたり、生きがいや楽しみのため、あるいは自分自身の向上を目指して、知

識を深めたり、技術を身に付けたりする自発的な活動を言います。 

◆  「学習」をしたことがある人とない人の割合はほとんど同じです。年齢別を見ると、若い世代よりも６０代、７０代で

高い割合となっています。 
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★過去のデータと比較してみると…　＊金井と畑野に過去のデータがありました。
【金井】 

【畑野】 

◆  生涯学習に取り組んでいる人が増加していることが分かります。 

【問】　あなたが行った学習の形態は「個人学習」「集団学習」のどちらですか。 

◆  男性は「個人学習」、女性は「集団学習」を好む傾向が見られます。 

※　次回は、学習希望とスポーツ関係について報告いたします。

ある ない ある ない

ある ない

個人 集団 個人 集団

ある ない

51％

45％
61％

29％

63％

54％

49％

55％ 39％

71％

37％
47％53％

46％

57.9 59.8 50.0 53.5 42.9 47.5

42.1 40.2 50.0 46.5 57.1 52.5


